
 
 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 ８ 月 ３ 日 

第八管区海上保安本部 

 

 

ブルーフェスタ２０２６ 今年も開催します！ 
 

第八管区海上保安本部は舞鶴西港第３ふ頭周辺において、ブルーフェ

スタ２０２６を開催いたします。今年も昨年同様、みなとオアシス京都

舞鶴うみとびら運営協議会が主催する「京都舞鶴ベイサイドフェスタ」

と一体となり、京都舞鶴港を盛り上げていきます。 

ブルーフェスタ２０２６では、巡視船だいせんの体験航海や関係機関

船艇の一般公開のほか、「働く車両の展示」や「業務紹介のブース」の設

置等、多くの方々に楽しんでいただくイベントを用意して、皆さまのご

来場をお待ちしています。 
 

 

１ 開催日時   令和 8 年１０月２５日（日） 

 

２ 開催場所   舞鶴西港第３ふ頭及び同港大野辺緑地周辺 

             ※駐車場は第 3 ふ頭内に用意します。（０８:００開場）。 

 

３ その他 

 ①ブルーフェスタ2026の詳細につきましては、チラシ、ポスターのほか下記リン

ク先、２次元コードの特設ページをご覧ください。 

 

 ②巡視船だいせんの体験航海は事前予約制です。 

  詳細は別紙をご覧ください。 

 

［https://www.kaiho.mlit.go.jp/08kanku/ 

bluefesta/bluefesta2026.html］ 

 

 

 

 

問合せ先：第八管区海上保安本部  

広報地域連携室長 山野 直人 

 TEL 0773-76-4100 (内線2111) 
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巡視船だいせん体験航海について 

 

舞鶴海上保安部 巡視船だいせん 

 

実施時間 ０９：３０～１２：３０（８：３０～受付開始） 

※体験航海は １回のみとします。 

 

＜募集定員＞ 

・募集定員５００名程度 

※募集定員を超えた場合、抽選とさせていただきますのでご了承願います。 

 

 

＜募集期間＞ 

・令和８年８月３日（月）～令和８年９月３日（木） 

※抽選結果は９月７日（月）に当選者及び落選者に対しメールで結果を通

知いたします。 

 

＜申込方法＞ 

・インターネットによる申込 

詳細は、右記２次元コードへアクセスし、 

申込フォームをご確認ください。 
  



（報道機関） 

 

     第八管区海上保安本部 
 

ブルーフェスタ 2026 巡視船だいせん体験航海 

乗船申込書 

 
御社名 

  

 
 

ご氏名 ご連絡先（携帯電話等） 

   

   

中止の際等に直接ご本人と連絡の取れる携帯電話番号等をご記入下さい。 
 
 

ご質問・ご要望事項等あればご記入下さい。 

  

  

  

※乗船人数の関係から、多数の場合は調整させていただく場合がござい

ます。 

 

【送信先】 

第八管区海上保安本部 総務部 総務課 

   （メール jcg8-kouhou1@mlit.go.jp） 

（ＦＡＸ ０７７３－７６－４１０３） 

 
 

 



 

 

 

 

令 和 ８ 年 ９ 月 17 日 

第八管区海上保安本部 

 

 

 

「携帯４社×巡視艇あまかぜ 災害対応合同訓練」 

～“繋がらない”を想定せよ～ 
 

 

 

 

 

 

１ 実施内容 

（１）訓練日時・場所 

   日時：令和８年 10 月６日（火）午前９時から午後１時まで 

   場所：京都府宮津市波路 2180  

 

（２）参加機関 

   第八管区海上保安本部 

   宮津海上保安署 

巡視艇あまかぜ  

ソフトバンク株式会社 

株式会社ＮＴＴドコモ 

ＫＤＤＩ株式会社 

楽天モバイル株式会社 

 

（３）訓練スケジュール 

09:00-09:15 訓練開始式 

09:15-09:30 訓練前打合せ等 

09:30-12:45 巡視艇への資機材積込み訓練及び固縛訓練 

※巡視艇出港予定 

※報道機関乗船可能 

12:45-13:00 意見交換会 

13:00    訓練終了 

 

 

【問合せ先】第八管区海上保安本部総務部 

総務課長   箕輪 周一 

TEL 0773-76-4100（内線 2110） 

 
 

災害等により通信障害が発生し、更に陸路が寸断、海路（巡視艇）にて孤立地域

や離島への通信障害復旧用資機材の搬送が必要となったことを想定し、携帯会社４

社の資機材を巡視艇に積込み、固縛、岸壁への陸揚げ訓練を実施いたします。 

訓練の最後には、資機材を固縛した状態で出港し、固縛状況の検証も行います。 



 

２ 取材について 

取材を希望される社は、10 月５日（月）午後１時までに別紙申請書に乗船希望の

有無を含め返信いただいたうえで、当日、訓練会場に御参集下さい。 

※乗船人数に限りがありますので、乗船希望人数によっては調整をお願いする場合が

ございます 

荒天等により、訓練中止等の連絡につきましては、前日午後６時までに実施いた

します。 

 

３ 参考情報 

海上保安庁では、各通信事業者と『災害時における通信の確保のための相互協力に

関する協定』を締結しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 訓 練 場 所 図 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※過去の訓練状況 
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     第八管区海上保安本部 
 
 

携帯４社×巡視艇あまかぜ 災害対策合同訓練 

申込書 
御社名 

  

 

ご氏名 ご連絡先（携帯電話等） 

    

    

    

※中止の際等に直接ご本人と連絡のとれる携帯電話番号等をご記入下さ

い。 
 

ご質問・ご要望事項等あればご記入下さい 

巡視艇への乗船希望   あり  ・  なし 

  

  

  

【送信先】 

第八管区海上保安本部 

総務部 総務課（広報・地域連携室） 

（メール jcg8-kouhou1@mlit.go.jp） 

（ＦＡＸ ０７７３－７６－４１０３） 

10 月５日（月）午後１時までにご連絡下さい 



 

令和 ８ 年 ９ 月 17 日 

第八管区海上保安本部 

 

 

 

 

第八管区警備救難競技大会開催 

～各部署の代表たちが八管 TOP をめざす～ 

 

第八管区海上保安本部は、海上保安官が警備救難業務を遂行するために必要な

技能の維持・向上を目的として、「制圧の部」、「拳銃の部」、「人命救助の部」

の各部門において、第八管区警備救難競技大会を開催いたします。 

管内各海上保安部において選抜された代表たちが舞鶴に集結し、八管トップを

めざして頂上決戦を行います。 

 
 
１ 開催日時場所  

 令和８年１０月２８日（水）０９：００～１５：３０ 

海上保安学校 京都府舞鶴市長浜２００１ 

 
２ プログラム  

（１）開会式（０９：００～０９：１０/武道場） 

 ・ 警備救難部長訓示、選手宣誓等 

（２）競技種目 

① 制圧の部（０９：３０～１２：００/武道場） 

・ 参加チーム：４チーム（２０名） 

・ 団体戦：先鋒戦（警棒 vs警棒） （女子）  

次鋒戦（徒手 vs徒手） （男子） 

中堅戦（警棒 vs警棒） （男子） 

副将戦（警棒 vs短刀） （男子） 

大将戦（警棒 vs警杖） （男子） 

 

② 拳銃の部（０９：３０～１２：００/射撃場） 

 ・ 参加人数：４名 

 

 

 

 
 

 

問合せ先        （ＴＥＬ0773-76-4100） 

第八管区海上保安本部警備救難部 

刑事課長(制圧） 榎田 雄介（内線 3170） 
警備課長(拳銃）  村上 露樹（内線 3110） 
救難課長(人命救助）田中 秀人（内線 3250） 



③ 人命救助の部（０９：３０～１４：４０/ 

舞鶴海上保安 航空支援センター） 

 ・ 参加人数：８名 

 ・ 競技内容：空気呼吸器取扱い 

             結索 

             要救助者搬送 

             心肺蘇生法 

（３）閉会式・表彰式  

（１５：００～１５：３０/場所：武道場） 

 

 

※ 取材を希望される方は、１０月２３日（金）午後５時までに第八管区海上保安

本部総務部総務課（担当 山野、中島：内線２１１１、２１１７）まで別紙取材申込

書の提出をお願いいたします。 

 

 

３ 施設（海上保安学校）内案内図 
※保安学校内においては案内の者に従い、移動をお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「第八管区警備救難競技大会」 

 

取材申込書 
貴社名 

  

 

ご氏名 ご連絡先（携帯電話等） 

    

    

    

※中止時等にご連絡いたしますので、直接ご本人と連絡のとれるご

連絡先をご記入下さい。 

 

質問事項等あればご記入下さい 

  

  

  

  

【送信先】 

第八管区海上保安本部 総務部総務課 広報・地域連携室 

（ＦＡＸ ０７７３－７６－４１０３）   

  ※１０月２３日（金）午後５時までにご連絡下さい。 
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令和８年９月 17 日 

第八管区海上保安本部 
 

 

 

 「灯台記念日」関連イベント開催！ 
  ～ 灯台企画展、大型灯台での一般公開を開催 ～ 

 
 

 

 

 

 

１ 灯台企画展（第八管区海上保安本部主催） 

（１）開催日時・場所 

①令和 8 年 11 月 1 日(日)～8 日(日)10 時～18 時（初日は 12 時から） 

舞鶴市立西図書館（舞鶴市字円満寺 100 番地 8）（11 月２日（月）を除く） 

  ②令和 8 年 11 月 10 日(火)～17 日(火)6 時 30 分～22 時 

（初日は 12 時から、最終日は 15 時まで） 

   舞鶴市西駅交流センター待合室（舞鶴市字伊佐津 213 番地 8） 

（２）展示物概要 

灯台写真パネル、灯台模型、灯台紹介動画の放映、４等レンズ（図書館のみ） 

 

２ 大型灯台での一般公開（詳細は主催者に確認願います。） 

灯台名 実施日 主催者 

越前岬灯台 

(福井県丹生郡越前町) 
１１月１日（日） 

敦賀海上保安部 

℡0770-22-4179 

余部埼灯台 

(兵庫県美方郡香美町) 
１０月１８日（日） 

舞鶴海上保安部 

℡0773-76-4120 経ケ岬灯台 

（京都府京丹後市） 
１１月１日（日） 

美保関灯台 

（島根県松江市） 
１１月１日（日） 

出雲国ジオガイドの会 

HP https://izumogeo.com/ 

西郷岬灯台 

（島根県隠岐郡隠岐の島町） 
１０月３１日（土） 

境海上保安部 

℡0859-42-2534 

石見大崎鼻灯台 

（島根県江津市） 
１０月３日（土） 

浜田海上保安部 

℡0855-27-0772 

 
 

海上保安庁では、我が国初の洋式灯台である観音埼灯台(神奈川県横須賀市)の

起工日(明治元年１１月１日）にちなんで、１１月１日を「灯台記念日」と定め

ており、今年で１５８周年を迎えます。  

第八管区海上保安本部管内では、これを記念して下記イベントを実施します。 

問合せ先：第八管区海上保安本部 

交通部企画課長 増田 直之（内線 2610） 

TEL 0773-76-4100 



 

一般公開を行う大型灯台 

 管内に所在する以下灯台において、普段は公開していない灯台内部の一般公開を

行います。このうち経ケ岬灯台と美保関灯台は重要文化財に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

経ケ岬灯台 

 所在地：京都府京丹後市 

 点灯年月日：明治３１年１２月２５日 

・重要文化財指定（令和４年１２月１２日） 

・全国の１等レンズ５箇所のうちの１つ 

余部埼灯台 

所在地：兵庫県美方郡香美町 

点灯年月日：昭和２６年３月２５日 

・灯火の高さが日本一の灯台 

・昭和６０年に建て替え 

石見大崎鼻灯台 

所在地：島根県江津市 

点灯年月日：昭和４９年３月１６日 

・石見地方で最後に造られた沿岸灯台 

西郷岬灯台 

所在地：島根県隠岐郡隠岐の島町 

点灯年月日：大正１０年３月３１日 

・隠岐の島に最初に設置された灯台 

・昨年度、機器換装により光源が LED 化 

越前岬灯台 

 所在地：福井県丹生郡越前町 

 点灯年月日：昭和１５年３月２９日 

・海抜１３１ｍの断崖の上に立つ 

・平成２０年に耐震対策のため建て替え 

美保関灯台 

 所在地：島根県松江市 

 点灯年月日：明治３１年１１月２０日 

・重要文化財指定（令和４年２月９日） 

・旧吏員退息所をビュッフェとして活用 



兵庫県
島根県

福井県

京都府

鳥取県

④出雲日御碕灯台（島根県出雲市）

点灯年月日：明治36年4月1日
重要文化財（R4.2.9登録）
近代化産業遺産
日本の灯台50選

③美保関灯台（島根県松江市）

点灯年月日：明治31年11月8日
重要文化財（R4.2.9登録）
近代化産業遺産
日本の灯台50選

②経ケ岬灯台（京都府京丹後市）

点灯年月日：明治31年12月25日
重要文化財（R4.12.12登録）
近代化産業遺産
日本の灯台50選

①立石岬灯台（福井県敦賀市）

点灯年月日：明治14年7月20日
登録有形文化財（H28.11登録）

⑤馬島灯台（島根県浜田市）

点灯年月日：明治31年5月1日

模型展示（八管区内の明治期灯台）

明治期灯台



フレネルレンズとは、本来の大きい凸レンズの厚く重い
という欠点を解決するために考案されたもので、同時に作
製が容易となるとの利点もあるものです。
(考え方は(1)～(3)を参照）
このほか、特に強い光が必要な大型灯台のレンズには、

反射レンズを組み合わせたものもあります。

灯台用レンズは､1822年にオーギュスタン･フレネルが考案したことから「フレネル式レンズ」と呼ばれており、レンズの焦点
距離によって１等から順に６等まで等級があります。また、光源には特殊な電球を使用していますが、明治期には､石油やガスを燃
焼させた光源を使用していました。

フレネルレンズ



 

 

  

 

令和８年９月１７日 

第八管区海上保安本部 

 

 

釣り中の事故防止に向けて 

～釣りのベストシーズンを安全に楽しむために～ 

 

 

 

 

 

 

１ 月別における釣り中の事故者数（事故内容別） 

（過去１０年：平成２８年～令和７年） 

 
２ 事故内容別内訳 
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海中転落 帰還不能 負傷 病気 溺水 死亡・行方不明

海中転落, 230人

帰還不能, 

45人

負傷, 8人

病気, 8人 溺水, 4人

295人

  
 

第八管区海上保安本部管内における過去１０年間の釣り中の事故者（乗船中の釣りを除

く）は２９５人で、特に１０月から１２月にかけては１１６人と全体の約４割を占めてお

り、他の時期と比較して事故者数が多くなる傾向にあります。 
 管内各部署では、釣り中の事故防止に向けて様々な取り組みを行っています。 

【問合せ先】第八管区海上保安本部 

交通部安全対策課長 佐々木 晋一 

TEL 0773-76-4100（内線 2640） 



３ 海中転落者（２３０人）の内訳 

（１）発生場所別 

 

 

（２）事故原因別               

   

 

（３）年代別 

   
 

（４）海中転落による死亡・行方不明者（８５人）の救命胴衣着用状況 

（主な発生場所別） 
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４ 主な海中転落の事例 

（１）「周辺環境に対する不注意」の事例 

  ① 夜間、釣り場を移動するため岸壁を歩いていたところ、ヘッドライト等の照

明器具を持っていなかったことから誤って海側に足を踏み出して転落した。 

  ② 日中、釣りを終えて防波堤を移動中、落とした荷物を拾うことに気を取られ、

周りをよく見ていなかったため転落した。 

 

（２）「実施中の活動に対する不注意」の事例 

① 早朝、岩場で釣り中、釣った魚を網ですくおうとした際に足を滑らせて転落し

た。 

② 夜間、親子が防波堤で釣り中、子供が竿を振って仕掛けを投げ入れた際に足を

踏み外して転落した。 

 

５ 主な啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釣り人へのリーフレット配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＭラジオによる安全啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

釣具店への協力依頼 

 

 

 

 

 

 

 

 

第八管区海上保安本部 SNS(X)への投稿 



  

 

 

 

令 和 ８ 年 ９ 月 ３ 日 

第八管区海上保安本部 

 

夏季（７・８月）における八管区の海難発生状況について（速報値） 

～ 船舶事故は増加、マリンレジャーに伴う海浜事故は減少 ～ 

 

１．夏季（７・８月）における八管区内の海難発生状況 

 ◎船舶事故 40 隻（0 人）     ◎人身事故 41 人（11 人） 

◎人身事故 41 人（11 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.事故の特徴 

◎船舶事故                            ［資料１参照］ 

 〇プレジャーボートの事故が 26 隻と 65%を占め、次いで遊漁船が 10%、漁船が 8%とな

っています。 

〇プレジャーボートの事故種類別では、運航不能が 16 隻と 62%を占め、次いで衝突が

15%、乗揚が 15%となっています。 

 ◎人身事故                            ［資料２参照］ 

  〇マリンレジャーに伴う海浜事故は、遊泳中が 16 人と 70%を占め、次いで釣り中が 18%

となっています。 

  〇遊泳中の事故は、溺水が 11人と 70%を占め、次いで負傷が 18%、帰還不能が 12%とな

っています。 

  〇遊泳者の事故において、10歳未満から20歳代の事故が10人と66%を占めています。 

 ◎事故者居住地状況                        ［資料３参照］ 

  〇船舶事故の船長の居住地は、八管区内の割合が高く、マリンレジャーに伴う海浜事

故者の居住地は、八管区内、八管区外がほぼ同数となっています。 

  

【問合せ先】第八管区海上保安本部 

交通部安全対策課長 佐々木 晋一 

TEL 0773-76-4100（内線 2640） 
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7 隻増 

海の事故ゼロキャンペーン期間中（7 月 16 日～7 月 31 日） 

 ◎船舶事故 14 隻（0 人）［昨年 14 隻（0人）］   ◎人身事故 12 人（5 人）［昨年 8 人（6 人）］ 

15 人減 



 
３.参考資料 
［資料 1］令和 8年夏季（7・8月）船舶事故発生状況【八管区】（速報値） 

［資料 2］令和 8年夏季（7・8月）人身事故発生状況【八管区】(速報値) 

［資料 3］令和 8年夏季（7・8月）事故者居住地状況【八管区】（速報値） 

［資料 4］令和 8年夏季（7・8月）事故事例 

［資料 5］令和 8年夏季（7・8月）京都府沿岸の海難発生状況（速報値） 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレジャーボート以外の船舶について 

・遊漁船 4隻 （乗揚 2隻、単独衝突 1隻、運航不能（バッテリー過放電）1隻） 

・漁 船 3隻 （衝突 1隻、転覆 1隻、運航不能（無人漂流（海中転落））1隻） 

・貨物船 3隻 （単独衝突 2 隻、衝突 1隻） 

・旅客船 2隻 （乗揚 1隻、運航不能（推進器障害）1隻） 

・作業船 1隻 （浸水） 

・えい船 1隻 （衝突） 

 

 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

プレジャーボート ２４ ２２ ３０ １７ １９ ２６ 

漁     船 ９ ９ ６ ４ ７ ３ 

遊  漁  船 ０ ３ ５ ５ ４ ４ 

そ  の  他 ０ ０ ０ ５ ３ ７ 

合     計 ３３ ３４ ４１ ３１ ３３ ４０ 

４０隻 

船舶種類別事故隻数 

令和８年夏季（７・８月）船舶事故発生状況【八管区】（速報値） 

資 料 １ 

プレジャーボート 

26 隻, 65% 

漁船, 3 隻, 8% 

遊漁船, 4 隻, 10% 

過去 5 年 7・8 月の船舶種類別事故発生状況（船種・年別） 

運航不能, 

16隻, 62%

衝突, 4隻, 15%

乗揚, 4隻, 15%

転覆, 2隻, 8%

２６隻 

事故種類別 

プレジャーボートの事故 

その他, 7 隻, 17% 

機関故障,

3隻,19％

推進器障害

3隻,19％

操船技能不足

3隻,19％

バッテリー過放電

3隻, 19%

燃料欠乏

2隻, 12%

荒天難航

1隻, 6%

無人漂流（係留不備）

1隻, 6%

運航不能の詳細 

１６隻 

※令和元年以降、船舶事故に伴う死者・行方不明者は発生していません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他：水上オートバイ、磯遊び、サーフィン、ダイビング等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

遊泳中 25(4) 36(7) 40(7) 46(3) 23(8) 16(4) 

釣り中 ２ 6(3) ２ 1(1) ３ 4(1) 

SUP 中 １ ４ ０ 1(1) ２ 1 

その他 ０ ５ 3(1) 3(0) 7(2) 2(0) 

合 計 28(4) 51(10) 45(8) 51(4) 35(10) 23(5) 

令和８年夏季（７・８月）人身事故発生状況【八管区】（速報値） 

資 料 ２ 

溺水, 11人

(4人）

70％

負傷, 3人(0人)

18％

帰還不能, 2人(0人)

12%

１６人 

(４人) 

遊泳中の事故 

マリンレジャーに伴う海浜事故の種類別事故者 

過去 5 年 7・8 月のマリンレジャーに伴う海浜事故発生状況（区分・年別） 

２３人 

（５人) 

SUP 中 1 人（0 人） 4％ 

遊泳中 16 人(4 人) 70％ 

（ ）死亡・行方不明者数 0 人は省略 

事故内容別 

10歳未満, 2人

(0人)

12％

10歳代, 4人

(1人）

27％

20歳代, 4人

(1人）

27％

30歳代,2人

(1人）

12％

40歳代, 0, 0%

50歳代, 2人

(1人）

12%

60歳以上, 2人

（0人）

12%

１６人 

(４人) 

事故者年代別 

釣り中 4 人（1 人） 18％ 

磯遊び 1 人(0 人)、トーイング 1 人（0 人） 

その他 2 人（0 人） 8％ 

マリンレジャーに伴う海浜事故以外 

マリンレジャー以外の海浜事故 10 人（6 人） 

乗船者の事故 8 人(0 人) 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八管区内 16人、八管区外 10人（不明（調査中）1人） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八管区内 12人、八管区外 11人 
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京都府 島根県 大阪府 福井県 岡山県 鳥取県 愛知県 岐阜県 滋賀県 不明

令和８年夏季（７・８月）事故者居住地状況【八管区】（速報値） 

プレジャーボート事故の船長居住地 

マリンレジャーに伴う海浜事故者の居住地 

資 料 ３ 

京都府 大阪府  兵庫県  滋賀県 兵庫県 福井県  岡山県  愛知県 岐阜県 静岡県 

         （南部）     （北部） 

16人

10人
管区内

管区外

12人
11人

管区内

管区外



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事 故 種 類：帰還不能（人身事故） 

発生年月日：令和８年８月６日 

発 生 場 所：福井県南条郡南越前町河野海水浴場沖 

事 故 者：滋賀県在住 31 歳男性 

概 要：事故者は、海水浴場沖合海域で SUP にて釣

り等を行っていたところSUP先端から空気

漏れが生じ自力で陸地に戻ることができ

なくなったもの。 

気 象：晴れ、南東の風 2ｍ、波 0.2ｍ、視程良好 

事 故 種 類：運航不能（燃料欠乏）（船舶事故） 

発生年月日：令和 8年 7月 30 日 

発 生 場 所：京都府舞鶴市所在の博奕岬から北東 3 キロ 

メートル付近海域 

事 故 者：京都府京都市在住 57歳男性 

概 要：事故者は、単身ミニボートに乗船し、沖合

にてエンジン起動状態で釣りを行ってい

たところエンジンが停止した。再起動を試

みるも燃料欠乏により起動せず、手漕ぎで

海岸に帰ろうとしたがパドルを喪失し救

助要請したもの。 

気 象：晴れ、風なし、海上平穏、視程良好 

事 故 種 類：溺水（人身事故） 

発生年月日：令和 8年 8月 11 日 

発 生 場 所：福井県三方郡美浜町水晶浜海水浴場 

事 故 者：京都府京都市在住 38歳男性 

概 要：事故者は、飲酒後、友人等と海水浴をして

いたが姿がみえなくなり、友人等が捜した

ところ、伏せ状態で浮いているところを発

見、陸上に引き揚げ救急搬送された。 

その後、搬送先の病院にて死亡が確認され 

た。 

気 象：晴れ、北の風 5 メートル、波 0.5 メートル、 

視程良好 

資 料 ４ 

令和８年夏季（７・８月）事故事例 



 

 

 

 

( )内は死者・行方不明者数 

 ◎船舶事故 13 隻（0 人）［過去５年平均 9 隻（0 人）、昨年 8 隻（0 人）］ 

〇プレジャーボートの船舶事故 11 隻（0 人）［過去５年平均 8 隻（0 人）、前年 6 隻（0 人）］ 

〇事故種類 

●運航不能 ５隻 

●乗揚 ３隻 

●転覆 ２隻 

●衝突 １隻 

 〇事故船舶船長の居住地 

京都府 ７人 

大阪府 ３人 

不明（調査中） １人 

 

 

 

 ◎人身事故 10 人（4 人）［過去５年平均 11 人（2 人）、昨年 13 人（4 人）］ 

 〇マリンレジャーに伴う海浜事故 7人（3人）［過去５年平均 8 人（2 人）、昨年 3 人(1 人)］ 

  〇活動内容 

●遊泳中 ５人（３人） 

●磯遊び中 １人（０人） 

●トーイング遊具中 １人（０人） 

〇事故者の居住地 

京都府 ３人（２人） 

大阪府 ２人（０人） 

兵庫県（南部） ２人（１人） 

 

令和８年夏季（７・８月）京都府沿岸の海難発生状況（速報値） 

資 料 ５ 



【機密性１情報】              学事総_20260902_記者懇_1 年未満 

 

             令和８年９月２日 

             海 上 保 安 学 校 

 

海 上 保 安 学 校 連 絡 事 項 

 

１ 海上保安学校卒業式の挙行について 

日付 令和８年９月１９日（土） 

    一般課程 航海コース第２期      59 名（4名） 

         機関コース第２期      31 名（1名） 

         通信コース第２期      12 名（1名） 

         主計コース第２期      18 名（7名） 

         航空整備コース第２期     6 名（1名） 

 

               合計 126 名（14 名）卒業者数は予定数 

               ※（ ）は女子学生を示す内数 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 9月卒業式                  令和 7年 9月卒業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【機密性１情報】              学事総_20260902_記者懇_1 年未満 

 

２ 一般課程第４期の着校及び入学式の挙行について 

    着校日 令和８年１０月２日（金） 

入学式 令和８年１０月１４日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 10 月 2 日着校日               令和 7年 10 月 2 日着校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 10 月入学式                令和 7年 10 月入学式 


